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　野田市学校給食センターは、建設から年以上が経過して老朽化
が著しいことから、施設を建て替えることとして、年月から
新築工事を開始し、本年６月に竣工いたしました。調理業務受託事
業者や配送事業者等の準備も順調に進んでおり、万全の体制で９月
から稼働開始いたします。

　施設の概要としましては、既存の学校給食センターで提供してい
る，食に加え、市内の単独調理校の給食施設更新時等における
代替食提供機能を持たせるため、，食規模の施設としておりま
す。ドライシステムを採用し、アレルギー対応食提供設備や空調設
備、見学スペース等を整備するとともに、新たに市内全小中学校へ
の米飯炊飯設備を整備しており、これまでの市外炊飯委託に比べて、
より炊き上がりに近い米飯を提供できるようになりました。野田市
の学校給食では、コウノトリの舞う水田で玄米黒酢農法によって作
られた野田産米を使用しており、子どもたちは安全で美味しいお米
を食べています。なお、野田産米の購入費は全て市が負担し、保護
者負担を軽減しています。
　今後も、野田市の子どもたちに安全安心で美味しい学校給食を提
供してまいります。併せて、施設の整備に当たり、ご協力を賜りま
した全ての皆さまに心より感謝を申し上げ、結びといたします。

２階見学用通路 研修会議室
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トラックバース側からの景観
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■工事名称：野田市学校給食センター新築工事
■工事場所：千葉県野田市鶴奉番１
■発　注　者：野田市
■設　計　者：株式会社カトウ建築事務所

■施　工　者：山本建設工業株式会社
■敷地面積：，．㎡
■構造規模：Ｓ造２階建て。建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
■工　　期：年月～年６月
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　本事業は既存の学校給食センターの老朽化に伴い、安
全かつ安心でおいしい学校給食を提供し、児童・生徒の
良好な健康維持を図るための施設を新築することを目的
としました。
　調理能力として旧給食センターエリアの幼・小・中学
校を含む１日当たり最大，食と、野田市全域対象で
，食の米飯供給を予定しています。
　配置計画として食材の搬入車両、給食の搬出入車両と
外来者の駐車場と、動線がクロスすることなく敷地内を
流れる、安全面や時間短縮への配慮を行いました。建物
は２階建てで１階は調理エリア、２階は厨房員の厚生ス
ペースと見学者のための見学・研修スペースとなってい
ます。建物内はＨＡＣＣＰの概念を取り入れた、衛生的
かつ安全なフルドライシステムとなっています。
　汚染ゾーンとクリーンゾーンさらにアレルギー対応食
ゾーンと、厨房員の動線が明確にゾーニング分けされる
よう衛生面の配慮をおこない、また食材も荷受けから調
理・配送とワンウェイ動線の流れとなるような衛生面に
配慮された動線計画となっています。
　将来の厨房機器の交換や改修計画に対して、１階スラ
ブ上配管、スラブ下部のピット内配管の区分を整理しつ
つピットのさらに下部に作業用トレンチを設けて狭所作
業に対する改修への対応と考えました。
　環境面への配慮として、敷地外周部の緑化や駐車場下
部の，ｔ余りの雨水貯留槽、ハザードマップ上の浸
水への対応、さらに「野田市ゼロカーボンシティ宣言」
に基づきZEB Ready認証を取得しました。

株式会社カトウ建築事務所　北田　英成


